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中
古
日
記
に
み
え
る
、
唱
導
儀
式
と
、
そ
の
う
け
と
り
方

は
じ
め
に

表
白
の
類
の
、
所
謂
、
表
自
体
唱
導
や
、

頭
体
唱
導
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
説
法
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説
法
（
教
）
、
あ
る
い
は
、
唱
導
と
い
う
言
葉
で
、
想
起
さ
れ
る
も
の
は
、
願
文
・

・
比
喩
な
ど
を
、
主
と
す
る
、
口

』
を
、
み
る
と
、
「
説
法
」
と
い

う
、
言
葉
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
表
白
体
・
口
頭
体
の
唱
導
と
、
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
法
会
全
体
の
差
定
で
あ
る
。
く
わ
し
く
言
う
と
、
そ
の
内
容
は
、

第
二
、
入
道
場
品

第
四
、
焼
香
品

第
六
、
梵
唄
品

第
ハ
、
梵
音
品

第
十
、
開
眼
品

第
吉
、
表
白
品

第
七
四
、
報
身
品

で
あ
る
。
各
―
の
関
係
に
つ
い
て
、
良
定
の
、
『
説
法
明
眼
論
端
書
』
に
は
、

　
有
十
五
品
、
次
第
生
起
皆
説
法
人
道
場
儀
式
也
、
臨
講
菰
、
一
可
守
此
法
則
、
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…
十
五
品
又
分
為
三
、
一
著
衣
入
場
礼
拝
焼
香
四
、
高
座
以
前
、
二

　
高
座
下
元
・
表
ぷ
、
説
法
儀
式
、
三
釈
法
身
以
下
三
品
正
説
法
、
説
法
談
三
身
冶

と
、
あ
る
。

　
高
座
以
前
、
高
座
ノ
下
、
釈
法
身
以
下
と
い
う
区
分
を
、
示
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
「
坐
高
座
」
を
、
中
心
と
し
て
、
高
座
に
の
ぼ
る
以
前
の
、
儀
式
と
、
高
座
に
の

ぽ
っ
て
か
ら
の
儀
式
に
、
つ
い
て
、
そ
の
進
行
順
序
と
、
各
！
の
儀
式
の
内
容
が
、

説
明
さ
れ
て
い
る
。
所
謂
、
表
白
体
、
お
よ
び
、
口
頭
体
の
唱
導
は
、
そ
の
一
部

分
と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
唱
導
と
い
う
こ
と
の
、
全
て

で
は
な
い
。
そ
う
ぃ
う
意
味
で
、
言
う
な
ら
ば
、
儀
式
全
体
に
つ
い
て
、
言
及
し

た
、
広
義
の
唱
導
と
、
従
来
か
ら
、
言
わ
れ
て
い
る
、
唱
導
を
、
と
り
あ
つ
か
っ

た
、
狭
義
の
唱
導
と
に
、
区
別
し
た
方
が
、
む
し
ろ
、
よ
り
適
切
で
は
、
な
い
か

と
、
思
う
。
今
迄
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
、
唱
導
は
、
こ
こ
で
い
う
、
狭
義
の
唱

導
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
従
来
、
表
自
体
唱
導
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
た
、
表
白
・
願
文
、

な
ど
に
、
つ
い
て
は
、
『
説
法
明
眼
論
』
で
は
、
極
め
て
、
簡
単
に
、
の
べ
ら
れ
て

い
る
。
願
文
に
、
至
っ
て
は
。

　
　
次
有
願
文
可
読
之

と
、
記
述
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
の
意
味
な
ど
に
、
つ
い
て
も
、

触
れ
て
い
な
い
。

　
　
一
方
、
『
法
則
集
』
（
信
承
法
印
撰
）
を
み
る
と
、
「
法
則
次
第
」
が
、
詳
し
く
、

書
か
れ
て
い
る
。
輿
は
、
ど
こ
で
、
お
り
る
か
、
鼻
高
は
、
ど
う
す
る
か
等
、
細
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か
く
、
一
々
の
所
作
に
つ
い
て
、
書
き
し
る
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
人
堂
事
」
に

　
入
堂
事
　
本
式
岫
・
正
面
了
入
也
、
而
近
来
脇
妻
戸
人
。
凛
凛
重
油
嫉

と
、
あ
り
、
人
堂
す
る
場
合
の
、
は
い
り
目
に
、
つ
い
て
の
、
説
明
が
あ
る
。
同

じ
、
入
堂
と
、
い
う
こ
と
で
も
、
『
説
法
明
説
諭
』
に
は
、
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入
於
如
来
室
一
大
悲
名
為
徨
、
能
戈
吹
悲
心
｛
為
快
如
来
席

と
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
場
に
、
入
る
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
、

持
つ
行
為
で
、
あ
る
か
と
い
う
、
内
容
的
な
説
明
で
あ
る
。

　
い
わ
ば
、
『
法
則
集
』
は
、
具
体
的
な
方
法
を
、
の
べ
る
も
の
で
あ
り
、
『
説
法

明
説
諭
』
は
、
各
―
の
動
作
や
、
事
項
の
、
教
理
的
な
説
明
や
丁
裏
付
け
を
、
す

る
も
の
で
あ
る
。

Ｈ

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
、
中
古
の
、
公
家
の
日
記
の
、
い
く
つ
か
を
、
と
り
あ
げ
て
、

儀
式
の
、
具
体
的
な
形
を
、
み
て
み
よ
う
と
、
思
う
。

　
其
一
と
し
て
、
『
中
有
記
』
を
、
み
て
み
た
い
。
特
に
、
そ
の
中
で
、
中
陰
法
要

の
例
を
、
あ
げ
る
。
こ
れ
は
、
中
陰
が
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
、
重
要
な
儀
式
で
、

あ
る
こ
と
に
、
外
な
ら
な
い
。
次
の
生
か
、
決
ま
る
と
、
言
わ
れ
る
、
四
十
九
日

の
間
、
七
日
毎
に
、
追
善
供
養
を
修
し
、
七
回
目
の
七
日
（
四
十
九
日
）
に
は
、

特
に
、
重
大
な
供
養
会
を
、
勤
修
し
て
い
る
。

　
『
中
右
記
』
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
、
中
陰
の
例
が
、
出
て
く
る
が
、
堀
河
天

皇
の
場
合
を
、
と
り
あ
げ
て
み
た
。
堀
河
天
皇
は
、
白
河
天
皇
の
、
第
二
子
で
あ

り
、
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
に
、
う
ま
れ
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
に
、
八

寸
で
、
即
位
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
喜
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
七
月
十
九
日
、
二

十
九
才
で
、
崩
御
さ
れ
た
。
七
月
六
日
よ
り
、
病
い
よ
い
よ
、
重
く
な
り
、
非
常

数
を
、
お
こ
な
っ
た
り
、
又
、
諸
寺
に
、
御
読
経
を
し
、
平
癒
を
祈
願
し
た
が
、

そ
の
効
果
な
く
、
崩
御
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
中
右
記
』
の
、
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
に
は
、
詳
し
く
、
崩
御
の
様
子
を
、
記

し
て
い
る
。

　
卯
剋
許
御
悩
危
急
也
、
召
陰
陽
師
破
問
之
處
、
家
栄
占
申
云
、
御
運
極
事
也
、

　
不
可
有
効
嫉
…
…
…

　
御
悩
危
急
之
間
、
公
卿
多
以
参
集
、
諸
僧
同
音
奉
加
持
、
是
依
有
御
邪
気
疑
也
、

　
如
此
之
間
、
漸
及
巳
刻
、
関
白
殿
走
出
鬼
開
陳
千
日
、
密
語
給
破
帽
予
云
、
主

　
上
辰
刻
許
御
気
已
断
給
也
、
但
先
自
唱
大
般
若
法
花
経
鏡
、
弁
不
動
尊
宝
鏡
、

　
次
唱
釈
迦
弥
陀
宝
鏡
、
向
西
方
給
、
身
体
安
穏
只
如
入
睡
眠
給
也
、
然
而
為
思

　
邪
気
疑
、
命
近
候
人
々
不
全
驚
也
、
予
初
聞
此
事
、
神
心
迷
乱
、
已
失
東
西
、

　
雖
然
又
依
殿
下
仰
、
不
語
人
々
、
只
一
身
悩
乱
、
萬
事
不
覚
也
。

　
已
及
未
一
覧
、
大
僧
正
枝
退
出
、
御
修
法
御
読
経
僧
侶
漸
以
分
散
、
已
全
崩
給

　
之
由
、
禁
中
遍
開
、
男
女
近
習
人
々
悲
哭
之
声
非
可
勝
忍
、
始
自
殿
下
至
千
諸

　
人
、
真
備
之
心
殆
欲
消
魂
、
下
官
今
生
可
卑
見
之
剋
只
在
此
度
、
走
廻
北
面
方
、

　
付
御
簾
下
執
左
衛
門
替
手
、
悲
泣
之
中
、
今
一
度
欲
奉
見
之
由
、
切
々
相
貴
之

　
處
、
彼
人
自
御
簾
隙
可
卑
見
之
由
有
其
命
、
掲
卑
見
之
、
容
顔
不
変
、
如
入
御

　
寝
、
几
呑
悲
流
涙
、
不
知
帰
方
、
独
付
簾
下
只
鎗
魂
了
、
頃
而
帰
殿
上
方
、

　
堀
河
天
皇
は
、
自
ら
、
『
大
般
若
経
』
『
法
花
経
』
の
号
・
不
動
尊
の
宝
号
、
釈

迦
・
弥
陀
の
宝
号
を
、
称
し
て
、
西
方
に
む
か
っ
て
、
睡
眠
す
る
よ
う
に
、
崩
じ

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
、
崩
御
し
た
、
堀
河
天
皇
の
、
各
七
日
の
追
善
供
養
は
、
次

の
よ
う
に
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
○
初
七
日

　
予
帰
家
沫
浴
、
休
息
之
後
参
堀
川
院
、
今
夕
常
初
七
日
、
掲
黄
昏
有
御
仏
供
養
、

　
卑
図
絵
阿
弥
陀
三
尊
、
法
花
経
少
廿
一
部
。

　
ｏ
二
七
日
、
嘉
禾
二
年
八
月
三
財

　
今
日
第
二
七
日
也
、
掲
卑
図
絵
阿
弥
陀
三
尊
色
紙
御
経
一
部
、
晩
頭
講
説
始
、

　
権
少
僧
都
増
珍
為
講
師
、
摂
政
殿
内
府
令
候
于
篇
中
給
、
右
大
将
以
下
公
卿
十

　
三
人
在
廣
庇
座
。

２－



　
亘
二
七
日
、
高
承
二
年
八
月
十
日

　
今
日
第
三
日
也
、
掲
晩
頭
有
例
講
、
阿
弥
陀
三
尊
岸
図
絵
、
色
紙
経
一
部
、
講

　
師
権
少
僧
都
永
禄
、
堂
童
子
殿
上
五
位
四
人
、
僧
装
束
、
公
卿
摂
政
殿
拝
内
大

　
臣
坐
于
簾
中
絵
…
…
…
入
口
日
有
属
誦
於
七
ケ
寺
昌
流
下
蔵
入

　
ｏ
四
七
日
、
高
承
二
年
八
月
十
七
日

　
今
日
常
四
七
日
、
依
例
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
拝
色
紙
御
経
一
部
供
養
、
導
師
権
律

　
師
智
尊
…
…
…

　
七
ケ
寺
有
御
誦
経

　
ｏ
五
七
目
ぺ
高
承
二
年
八
月
廿
四
肘

　
今
日
是
五
七
日
也
、
件
例
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
、
御
経
一
部
供
養
、
御
導
師
権
少

　
僧
都
永
禄
…
…
…

　
ｏ
六
七
日
、
高
承
二
年
九
月
朔
日

　
今
日
人
々
所
彼
岸
書
写
之
一
品
経
於
香
隆
寺
可
彼
供
養
也
、
掲
先
早
旦
予
相
具

　
中
将
少
将
春
御
墓
所
、
次
春
香
隆
寺
…
…
…
巳
時
許
講
説
始
、
講
師
権
少
僧
都

　
永
禄
、
題
名
僧
十
日
、
岸
図
絵
普
賢
菩
薩
像
、
法
花
経
一
部
、
四
看
経
一
部
、

　
破
物
布
施
、
仏
具
…
…
…
…
水
練
僧
都
説
法
之
体
頗
有
弁
説

・
今
日
有
曼
右
羅
供
（
於
堀
日
。
院
）
如
初
南
面
、
壇
具
用
尊
勝
寺
仏
具
也
、
讃
衆
座
南
東
北
三
面
許
。

　
　
　
　
　
μ
μ
・
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曼
荼
羅
御
存
生
之
時
、
殊
伎
楽
図
絵
也
、
御
叡
慮
有
深
志
賦
、

　
悟
有
此
事
也
ヽ
色
紙
御
経
一
部
、
素
紙
御
経
百
部
…
…
摂
政
殿
民
部
卿
別
当
参
加
、

　
此
外
今
朝
参
香
隆
寺
人
々
内
府
以
下
皆
以
祗
候
…
…
…
戌
剋
事
了

・
及
深
更
又
六
七
日
有
御
経
供
養
、
先
撤
曼
陀
羅
供
物
、
具
案
懸
絵
像
阿
弥
陀
三

　
尊
、
以
権
律
師
永
清
為
御
導
師
、
説
法
了
後
有
例
事

　
以
上
が
、
初
七
日
か
ら
、
六
七
日
ま
で
の
、
お
お
よ
そ
の
、
記
載
で
あ
る
。
高

承
二
年
七
月
廿
五
日
か
ら
、
高
承
二
年
九
月
朔
日
に
か
け
て
、
各
七
日
毎
に
、
勤

修
さ
れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
三
尊
を
、
図
絵
し
、
『
法
花
経
』
や
、
色
紙
経
等
を
、
供

養
し
、
講
を
、
お
こ
な
っ
て
い
る
。
又
、
各
寺
（
七
ケ
寺
）
に
、
楓
誦
を
、
修
し

て
い
る
。

　
　
　
　
回

　
さ
て
、
堀
河
天
皇
の
四
十
九
日
は
、
高
承
二
年
九
月
七
日
、
お
よ
び
、
八
日
の
、

両
日
に
亘
っ
て
、
つ
と
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
、
七
日
か
ら
、
み
て
み
た
い
。

　
こ
れ
は
、
堀
河
院
の
寝
殿
で
、
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
あ
る
。
「
寝
殿
御
装
束

儀
」
と
し
て
、
寝
殿
内
に
、
御
法
事
の
場
が
、
設
定
さ
れ
る
過
程
が
、
最
初
に
、

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
七
間
東
西
南
北
庇
皆
悉
指
談
、
井
束
西
南
三
面
賢
子
敷
同
以
指
箆
、
皆
懸
幡
花

　
幔
、
母
屋
中
間
安
置
御
仏
具
、
前
立
仏
布
施
机
、
置
仏
布
施
綿
十
疋
裏
絹
、
其

　
左
右
立
高
座
、
中
央
礼
盤
二
脚
、
同
闇
市
同
間
南
庇
中
央
立
御
経
筥
（
立
名
香

　
願
文
・
管
願
文
西
・
香
束
）
、
其
南
立
行
香
机
、
其
左
右
立
散
花
机
、
南
庇
教
高

　
麗
端
畳
為
僧
綱
座
（
束
西
行
）
、
邦
母
屋
間
仏
前
左
右
教
同
畳
為
七
僧
座
（
南
北

　
行
）
、

　
―
　
又
従
母
屋
及
北
庇
南
北
行
教
案
端
為
請
僧
座
（
五
六
行
、
件
名
前
立
経
机
、
置

　
御
経
一
部
、
金
泥
大
般
若
一
軟
、
七
僧
前
机
不
置
、
是
追
為
分
置
金
泥
法
花
経

　
也
）

　
―
　
又
北
又
庇
七
間
懸
御
簾
、
束
二
間
為
中
宮
御
所
、
中
三
間
為
本
院
女
房
候
所
、

　
西
二
間
為
摂
政
殿
御
所
、
西
渡
殿
中
為
素
服
公
卿
殿
上
人
座
、

　
ｊ
　
又
南
養
子
敷
畳
、
’
中
央
間
相
分
東
西
、
紫
端
畳
為
公
卿
座
、
束
西
賢
子
敷
々
案

　
端
畳
各
一
枚
、
為
堂
童
子
座
、
東
邦
西
廊
前
引
班
幔
、
前
庭
池
頭
立
御
誦
経
幄
、

　
頗
西
寄
中
門
南
廊
懸
鐘
、

　
ｊ
　
又
束
池
上
廊
邦
西
中
間
市
廊
（
本
杖
座
）
、
為
左
右
衆
僧
会
所

　
寝
殿
を
、
法
要
の
為
に
、
模
様
が
え
し
て
い
く
、
様
子
が
、
窺
え
る
。

　
ま
ず
、
東
西
南
北
の
各
庇
に
、
悉
く
、
指
笈
を
、
し
き
、
又
、
束
西
南
の
養
子

に
も
、
同
じ
よ
う
に
、
指
趨
が
、
し
か
れ
る
。
そ
し
て
、
母
屋
の
中
の
間
に
、
仏

具
を
、
安
置
し
て
、
前
に
、
布
施
机
を
、
置
く
。
そ
の
左
右
に
、
高
座
を
、
中
央
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に
、
礼
盤
二
脚
を
、
各
ｔ
置
く
。
更
に
、
行
香
机
、
散
花
机
な
ど
が
、
並
べ
ら
れ

る
。
又
、
高
麗
縁
や
、
紫
縁
の
、
畳
を
、
し
き
、
僧
の
座
や
公
卿
の
座
が
、
つ
く

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
座
が
、
出
来
あ
が
る
の
で
あ
る
が
、
『
中
右
記
』
の

本
文
に
は
、
そ
の
後
に
、
「
大
略
如
此
、
不
能
委
記
」
と
、
但
し
書
き
が
、
あ
る
。

文
章
で
、
そ
の
全
容
を
、
詳
細
に
説
明
す
る
の
は
、
煩
雑
で
、
限
界
が
、
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
座
が
、
出
来
る
と
、
次
の
次
第
で
、
法
要
が
、
進
行
す
る
。
主
な
も
の

を
、
列
挙
し
よ
う
。

　
米
刺
許
公
聯
邦
諸
憎
参
集

　
（
次
）
衆
僧
従
前
庭
左
右
参
上

　
（
次
）
講
読
師
就
礼
盤
礼
仏

　
（
次
）
講
読
師
着
座

　
（
次
）
唄
師
発
音

　
（
次
）
堂
童
子
領
花
筒

　
（
次
）
散
花
師
起
座

　
（
次
）
堂
童
子
取
花
筒
、
収
之
道
人

　
（
次
）
堂
達
進
取
御
願
文
授
講
師

　
（
次
）
堂
達
追
分
経

　
（
次
）
講
師
開
白
、
統
御
願
文

　
（
次
）
揚
御
経

　
（
次
）
公
家
御
誦
経

　
（
次
）
威
儀
師
取
内
蔵
寮
属
誦
文
授
堂
達
（
堂
達
授
講
師
・
講
師
教
化
）

　
（
次
）
堂
達
以
文
授
呪
願
師
（
請
呪
願
・
呪
願
了
）

　
（
次
）
本
院
諸
家
御
誦
経
同
前

　
　
　
　
　
　
（
此
間
殿
上
人
相
分
左
右
取
几
僧
布
施
給
之
）

　
　
　
　
・
講
師
説
法
了
後
、
退
陣
就
礼
盤
礼
仏
、
復
座

　
（
次
）
呪
願
三
礼
列
立
仏
前

　
（
次
）
民
部
卿
以
下
公
卿
ハ
大
行
香

　
（
次
）
公
卿
退
下

　
以
下
の
次
第
を
、
み
る
と
、
前
も
っ
て
、
設
置
さ
れ
た
、
座
に
、
公
卿
や
憎
が
、

参
集
し
、
法
会
が
、
と
り
お
こ
な
わ
れ
、
更
に
、
退
出
し
て
い
く
ま
で
の
、
様
子

を
、
お
お
む
ね
、
知
る
こ
と
が
、
出
来
よ
う
。
そ
の
全
体
の
、
法
会
の
中
に
、
出

て
く
る
、
願
文
・
楓
誦
文
・
教
化
等
が
、
各
礼
独
立
し
て
、
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
八
日
に
は
、
香
隆
寺
に
、
お
い
て
、
仏
経
（
事
図
絵
釈
迦
三
尊
・
事
書
写
色
紙

法
花
経
一
部
・
阿
弥
陀
経
・
心
経
・
心
地
観
経
一
部
）
供
養
を
、
お
こ
な
っ
て
い

る
。
そ
の
時
の
講
師
、
長
饗
は
、
堀
河
院
の
、
生
前
の
言
葉
を
、
引
き
な
が
ら
、

啓
白
を
、
の
べ
て
い
る
。

　
是
先
帝
御
在
生
時
常
破
談
仰
云
、
通
生
人
間
幸
逢
一
乗
、
詩
思
宿
因
是
非
小
縁
、

　
自
此
之
後
生
々
世
々
願
事
値
遇
此
経
者
、
下
官
事
此
勅
語
、
深
銘
心
府
、
長
不

　
相
忘
也
、
今
事
向
釈
迦
尊
、
啓
白
破
願
趣
文
、
為
楽
報
帝
王
思
制
供
養
心
地
観

　
経
、
是
力
之
所
堪
、
偏
修
小
善
也

　
こ
れ
を
、
聞
い
た
、
宗
忠
も

　
　
誠
叶
本
意
、
願
力
想
叶
、
随
喜
流
涙

と
、
そ
の
感
激
を
、
述
べ
て
い
る
。
又
、
内
大
臣
雅
実
も
、
香
隆
寺
に
、
お
い
て
、

仏
経
供
養
を
、
お
こ
な
っ
て
い
る
。

(三)

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
七
日
に
、
亘
っ
て
、
儀
式
の
、
執
行
さ
れ
る
過
程
を
、

細
か
く
、
描
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宗
忠
を
は
じ
め
、
当
時
の
、
貴
族
達
の
、

法
要
の
執
行
や
、
そ
れ
に
、
結
縁
す
る
こ
と
に
、
よ
せ
る
、
関
心
が
、
並
々
で
な

い
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
そ
の
関
心
は
、
儀
式
全
体
に
、
よ
せ
る
も
の
と
、
狭

義
の
説
教
に
、
よ
せ
る
も
の
と
に
、
区
別
す
る
こ
と
が
、
出
来
よ
う
。

　
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
、
み
よ
う
。

　
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
の
、
三
月
十
九
日
・
二
十
日
に
、
お
こ
な
わ
れ
た
、

寛
念
法
親
王
の
、
受
法
潅
頂
の
儀
式
に
、
参
列
し
た
、
宗
忠
は
、
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予
依
仰
参
入
、
清
見
法
会
之
儀
式
、
随
喜
之
涙
報
知
、
就
中
性
御
子
名
覚
念
、

　
母
故
従
三
位
藤
原
経
平
朝
臣
女
典
伶
子
也
、
容
顔
甚
美
、
進
取
有
度
、
誠
是
法

　
水
之
舟
揖
、
仏
日
之
威
光
也
、
年
初
十
八
受
大
法
、
古
今
所
未
聞
也

と
、
そ
の
感
想
を
、
述
べ
て
い
る
。
仰
せ
に
よ
っ
て
、
参
っ
て
、
儀
式
を
見
て
、

そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
落
涙
し
た
と
、
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
覚
念
に
、
言

及
し
て
、
「
古
今
未
聞
也
」
と
、
ほ
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
儀
式
そ
の
も
の
を
、
見

て
、
感
動
し
た
の
で
あ
り
、
儀
式
全
体
の
、
醸
し
出
す
、
雰
囲
気
に
、
感
動
し
た

と
こ
ろ
が
、
大
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
後
者
に
つ
い
て
、
述
べ
よ
う
。

　
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
五
月
一
日
に
、
お
こ
な
わ
れ
た
、
書
林
党
の
菩
提
講

に
は
、
多
く
の
、
老
若
男
女
が
、
結
縁
に
、
お
と
ず
れ
て
い
る
。
講
師
院
源
は
、

三
帰
十
戒
を
、
授
け
た
後
、
説
教
す
る
。

　
人
々
所
供
養
経
已
及
数
十
部
、
寝
殿
御
方
今
供
養
名
功
徳
品
、
始
説
法
之
間
誠

　
以
随
喜
、
巳
時
許
事
了
、
堂
中
位
座
老
少
男
女
称
南
無
声
遍
満
如
雷

　
院
源
の
説
法
を
、
聞
き
、
人
々
は
、
随
喜
し
、
終
了
後
に
は
、
「
南
無
」
の
声

が
、
堂
中
に
、
雷
の
よ
う
に
、
遍
満
し
た
と
、
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

菩
提
講
に
、
結
縁
し
、
感
動
し
た
、
多
く
の
人
々
の
、
様
子
が
、
描
か
れ
て
い
る
。

　
『
中
右
記
』
に
は
、
そ
の
ほ
か
、

　
　
説
法
之
体
弁
説
如
涌
　
　
　
　
　
　
喜
保
二
年
九
月
廿
七
日

　
　
説
法
之
体
誠
優
妙
　
　
　
　
　
　
　
承
徳
二
年
八
月
廿
七
日

　
　
説
法
之
間
落
涙
難
抑
者
也
　
　
　
　
承
徳
二
年
九
月
六
日

と
、
い
う
よ
う
な
、
類
似
の
讃
辞
が
、
所
々
に
、
散
見
さ
れ
る
。

　
一
方
、
「
説
法
之
体
優
妙
」
「
説
法
之
休
戚
以
足
随
喜
」
と
、
い
う
よ
う
な
、
描

写
か
ら
、
す
る
と
、
説
法
し
て
い
る
、
説
教
師
の
、
所
作
や
動
作
の
、
優
妙
さ
が
、

想
起
さ
れ
る
。
又
、
説
法
の
内
容
に
、
こ
ま
か
く
、
立
ち
入
っ
て
、
感
想
を
、
の

べ
て
い
る
個
所
も
、
あ
る
。
例
え
ば
、
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
二
月
十
二
日
に
、

鳥
羽
院
で
、
お
こ
な
わ
れ
た
、
権
律
師
増
珍
の
、
『
法
花
経
』
の
講
説
（
こ
の
日

は
、
第
三
巻
の
講
説
で
あ
る
）
に
、
つ
い
て
、

　
依
指
仰
一
巻
中
文
之
句
々
講
之
、
説
法
之
体
弁
説
如
涌
、
就
中
、
三
草
二
木
之

　
喰
現
世
安
穏
之
文
、
誠
説
法
之
巧
、
満
座
驚
耳

と
、
あ
る
。
説
法
之
体
は
、
涌
く
が
如
き
、
す
ば
ら
し
い
弁
説
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
特
に
、
三
草
二
木
の
比
喩
や
、
現
世
安
穏
の
文
に
、
関
す
る
説
法
は
、
す
ぐ

れ
て
い
る
と
、
い
う
の
で
あ
る
。
三
草
二
木
の
喩
は
、
法
花
七
喩
の
一
で
、
薬
草

喩
と
も
、
言
わ
れ
、
薬
草
喩
品
に
あ
る
比
喩
で
、
衆
生
の
機
根
と
、
悟
り
の
関
係

を
、
薬
草
に
、
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。
薬
草
に
も
、
小
薬
・
中
薬
・
上
薬
の
別
、

又
、
小
樹
・
大
樹
の
別
が
、
あ
っ
て
も
、
薬
用
さ
れ
る
と
、
同
じ
よ
う
に
、
薬
と

し
て
、
作
用
す
る
よ
う
に
、
衆
生
の
機
根
に
、
差
が
あ
っ
て
も
、
仏
の
智
恵
に
、

よ
っ
て
、
修
行
し
、
い
つ
か
は
、
悟
り
を
、
得
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
う
も
の
で

あ
る
。
現
世
安
穏
の
文
と
、
い
う
の
は
、
同
じ
く
、
薬
草
喩
品
の
。

　
　
現
世
安
穏
、
後
生
善
処

の
こ
と
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
宗
忠
は
、
『
法
花
経
』
に
、
関
す
る
説
法
を
、
今
迄
に
、
数
多
く
、

聞
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
照
し
て
、
増
珍
の
説
法
を
、
評
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
弁
説
の
、
さ
わ
や
か
さ
と
共
に
、
そ
の
内
容
に
も
、
立
ち
入
っ
て
、
言

及
し
て
お
り
、
宗
忠
の
、
仏
教
に
対
す
る
、
関
心
の
深
さ
を
、
知
る
こ
と
が
、
出

来
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
で
は
、
種
々
、
お
こ
な
わ
れ
た
、
法
要
の
中
で
、
特
に
、
関
心
の
深
い
、

中
陰
の
法
要
を
、
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
差
定
を
、
み
て
き
た
。
そ
の
差
定
は
、
公

卿
や
諸
憎
が
、
参
集
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
退
出
す
る
ま
で
の
、
儀
式
を
、
細
部
に

亘
っ
て
、
詳
し
く
、
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
、
法
要
に
、
対
す
る

関
心
は
、
儀
式
全
体
の
、
醸
し
出
す
、
雰
囲
気
か
ら
、
講
師
一
人
一
人
の
、
所
作

や
、
語
り
口
に
、
お
よ
ん
で
い
る
。
又
、
説
か
れ
て
い
る
、
句
々
に
、
つ
い
て
も
、

並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
、
よ
せ
て
い
る
こ
と
も
、
理
解
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
詳
し
く
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
要
に
、
結
縁
し
、
又
、

聴
聞
す
る
こ
と
に
、
よ
っ
て
、
功
徳
を
、
つ
く
ろ
う
と
、
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
以
後
、
こ
れ
を
、
手
始
め
と
し
て
、
多
く
の
講
会
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
言
及

し
て
い
き
、
儀
式
全
休
の
あ
り
方
や
、
進
め
具
合
等
を
、
考
察
し
、
願
文
や
表
白

等
の
研
究
と
あ
わ
せ
、
唱
導
を
、
巾
広
く
、
か
つ
立
体
的
に
、
考
え
る
、
一
助
と

し
た
い
と
思
う
。

④③②①⑤
〈
註
〉

　
　
『
説
法
明
眼
論
』
の
、
本
文
は
、
別
府
大
学
国
語
国
文
学
　
二
十
四
号
を
参
照

　
天
台
宗
全
書
　
第
二
十
巻

　
　
『
中
右
記
』
の
本
文
は
、
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
の
も
の
に
、
よ
っ
た
。

　
二
・
七
日
は
、
こ
こ
に
、
挙
げ
た
他
に
、

　
　
「
北
野
祭
釈
塊
」
を
と
ど
め
、
「
放
生
会
」
を
、
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
誦
経
は
、
前
日
（
二
十
三
日
）
に
、
七
ケ
寺
（
尊
勝
寺
・
香
隆
寺
・
圓
宗
寺
・
珍
見
寺
・
慈

徳
寺
・
積
善
寺
・
勧
修
寺
）
に
お
い
て
、
お
こ
な
わ
れ
た
。

－６－
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